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アジェンダ
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０．はじめに ～コロナ禍で変わった？変わらない？～

１．2019年研究会の活動紹介

２．ダイバーシティ＆インクルージョン研究会 取組内容

（ＳＴＥＰ１）自分を知る、考える

（ＳＴＥＰ２）相手を知る、考える

（ＳＴＥＰ３）チーム・組織作り

実践目標の共有

３．まとめ

４．最後に

Copyright (C) 2020 JUAS All rights reserved

ニューノーマル時代、
環境変化に対応していくための、
企業・組織・チーム作りとは？
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コロナ禍で変わった？変わらない？

私たちの「ニューノーマル」
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㈱帝国データバンク
「新型コロナウィルス感染症に対する企業の意識調査（2020年6月）」
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㈱帝国データバンク
「新型コロナウィルス感染症に対する
企業の意識調査（2020年6月）」

在宅需要
による好機
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コロナ禍で変わった？変わらない？

「働く意味」「周囲との関係性」
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①自身の働き方
例）リモートワークが増えた／以前と変わらない

②周囲とのコミュニケーション
例）コミュニケーションが増えた・減った／以前と変わらない

③チーム内の仕事の進め方
例）役割分担を明確にするようになった／以前と変わらない
意識してコミュニケーションを取るようにしている

コロナ禍で変わった？変わらない？

皆さんに質問です
※この後表示される、Zoomの質問から回答をお願いします

変化
あり

変化
なし

変化
あり

変化
なし

変化
あり

変化
なし



１．活動紹介
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ダイバーシティ＆インクルージョン研究会
2019年度
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2019年度研究会活動

様々な環境変化 社会のニーズ・IT環境の変化
予想しなかった事態も次々と・・・

企業・組織は？ 変化への対応、適応能力
新しい価値、サービスの提供

チームは？
個人は？

自立した働き方
変化を取り入れる柔軟さ

常にアップデートしていく、成長



Copyright (C) 2020 JUAS All rights reserved 11

STEP１:
自分を知る、考える

STEP２:
相手を知る、考える
会社を知る

STEP３:
心理的安全性を実現する
風土醸成を考える

会社の成長

★バイアスに気づく
★自己開示する
★資質を強みとして活かす
★メンバーの資質に気づく

★１on１で話をする
★会社の方向性を伝える
★何でも話せる環境を作る

2019年度研究会活動
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◆本研究会が考える「ダイバーシティ＆インクルージョン」の定義
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「ダイバーシティ」
自分を含む全ての人の個性

（価値観,経験,スキル,興味,好きなこと,強み・弱み）

「インクルージョン」
心理的安全性が保たれ多様な意見を出し合えること

「ダイバーシティ＆インクルージョン」
「ダイバーシティ」を「インクルージョン」することで
企業が内側から成長（有機的成長）すること

2019年度研究会活動

STEP1
自分を知る

STEP2
相手を知る

STEP3
風土醸成
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STEP１:自分を知る、考える

１．ダイバーシティ＆インクルージョンって何？

or

左の図 右の図
状態 支援が必要な人を

周囲が受け入れている状態
１人１人が違う個性を持っている。
お互いを認め合い、共に成長している状態

キーワード 育児,介護,障碍者,LGBT,
女性活躍,・・・

個人の価値観,経験,スキル,興味,好きなこと,
強み・弱み・・・

構造 マジョリティーvsマイノリティー 個人の集合体

同質の集団があって
異質を受け入れる

１人１人がみんな違って
お互いを認めあう

本研究会ではこちらの状態に着目
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STEP１:自分を知る、考える

無意識の思い込みに気づく

アンコンシャス・バイアス
（unconscious bias）

自分自身が気づいていないものの見方や捉え方のゆがみ・偏り

・物事を判断するとき、瞬間的に生じる
・過去の経験・習慣、周囲の環境などから身についたもの

自分について、相手について、
正しく理解できていますか？
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自身の強みTOP5を把握しよう

STEP１:自分を知る、考える
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実行力
「何かを成し遂げたい」資質

影響力
「人に影響を与えたい」資質

人間関係構築力
「人と繋がりたい」資質

戦略的思考力
「頭脳活動をしたい」資質

アレンジ 活発性 運命思考 学習欲

回復志向 競争性 共感性 原点思考

規律性 コミュニケーション 個別化 収集心

公平性 最上志向 親密性 戦略性

慎重さ 自我 成長促進 着想

信念 自己確信 調和性 内省

責任感 社交性 適応性 分析思考

達成欲 指令性 包含 未来志向

目標志向 ポジティブ

強みTOP５の資質STEP１:自分を知る、考える
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STEP１:自分を知る、考える

ダイバーシティの推進は
自分自身を知り、伝えることから始まる。

①自分について見つめ直す

②強みを活かす方法を考える

③周囲に伝える、チャレンジしてみる

どんどんチャレンジしていけば、足りないものも見えてきます！
定期的な①～③の振返り→アップデートも忘れずに！
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STEP２:相手を知る、考える

社長と社員の全員面談（対話型マラソン）
・ 代表取締役社長と、社員とが、１人ずつ面談
（社員600名、半年かけて実施）

・ 社長より伝える 「企業理念」について熱く語る
・ 社員について知る 社員の近況や、今の仕事について聞く
・ 社員の想いを聞く 会社に対する要望や不満、想いを知る
・ 最後に 握手をかわし、ツーショット写真撮影

成果 社員へのインパクトは絶大
諦めから希望へ（モチベーションの向上）

会社の一体感が生まれた

Ｄ＆Ｉ実践から業績ＵＰにつなげた事例について学ぶ
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STEP２:相手を知る、考える

低 高

高 継続してＤ＆Ｉの取組みを実践する事が、事業成長に結び付く！

・社員が会社のことをよく知らない

・社員が方向性を見失っていた

・社員の帰属意識や一体感が希薄

・感情的、一方的にならないよう伝える
・言いたいことを言える雰囲気づくり
・自発的なモチベーションを高める働き
かけ
・社員を気にかけ、大切にしていること
を伝える（→離職率が下がった）

・会社を知る・関心を持つ機会となった
・社員に輝かしいゴールをイメージして
もらうよう促した
・会社の経営状況を知ることで、社員が
何をすれば良いか考えるようになった

・風通しの良い社風に変化

・６年間継続した社長対話マラソンの翌年
株式上場という会社目標を達成！

・２年間で支店の風土改革を行い、
事業計画も達成！

上司・経営者との信頼関係UP

事業への関心度UP

D&I 実践から、事業成長へ

D&I 実践前

経
営
者
・
上
司
と
の
信
頼
関
係

事業への関心度 19
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STEP３:チーム・組織づくり

チーム・組織づくりに重要なキーワード

対人関係においてリスクある行動を取ったときの結果に対する個人の認知の
仕方、つまり、「無知、無能、ネガティブ、邪魔だと思われる可能性のある
行動をしても、このチームなら大丈夫だ」と信じられるかどうかを意味します。
心理的安全性の高いチームのメンバーは、他のメンバーに対してリスクを取る
ことに不安を感じていません。自分の過ちを認めたり、質問をしたり、新しい
アイデアを披露したりしても、誰も自分を馬鹿にしたり罰したりしないと信じら
れる余地があります。

「心理的安全性」

出典：Google「「効果的なチームとは何か」を知る」

ここは何を発言してもよい
安全な場所なんだ！
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STEP３:チーム・組織づくり

チームの今の状態を知る
あなたのチームはどのような状態ですか？

色々な意見を言いやすいし、失敗して
も上司が代わりにやってくれるから気が
楽だ。

会議はいつも互いの意見のぶつけあい。
何でも言い合える関係だ。業務の進捗
状況も厳しくチェックされるんだ。

簡単な業務しか付与されないし、上司
も私に期待していないみたい。楽だから
まあいいか。

ノルマは厳しい、会議では意見を言わせ
てくれない。ノルマを達成しないと激怒さ
れる。
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STEP３:チーム・組織づくり

D&Iを実現するチーム・組織づくりに必要な要素とは？

心
理
的
安
全
性

責 任 高低

低

高

快 適 学習(成長)

不 安無関心

出典：チームが機能するとはどういうことか
著者：エイミー・C・エドモンドソン

責任を持たせないと
ぬるま湯状態に

期待されずモチベー
ションが低い状態

責任だけを押し付け
られて不安・・・

責任の所在を明確にす
ることでチームの成長へ
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STEP３:チーム・組織づくり

心理的安全性を高め、学習を促すリーダーシップ行動
① 直接話のできる、親しみやすい人になる。
② 現在持っている知識の限界を認める。
③ 自分もよく間違うことを積極的に示す。
④ 参加を促す。
⑤ 失敗は学習する機会であることを強調する。
⑥ 具体的な言葉を使う。
⑦ メンバーの役割(責任範囲)を明確に示す。
⑧ 成果を評価する。

出典：チームが機能するとはどういうことか
著者：エイミー・C・エドモンドソン①~⑥は意識している人が多数。

一方、⑦⑧は意識できておらず、多くはぬるま湯
組織に。
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実践目標の共有

実践目標
まずは互いを知る！ 自分が出来ることをつたえ、相手を知ることを心がけていきたい。

安心して働ける環境づくりを進めていく。
組織作りを進める！ 「ありがとう」「いいね」を伝え続け、心理的安全性の高い組織を作る。

一人ひとりを認める心理的安全性のある職場作り。1.1倍頑張ってみる。
みんなが同じである必要はない。各人の強み弱みを活かした組織作りを
実践する。
心理的安全性を保てる職場作りを進めていく。

企業風土を変える！ D&Iを意識改革に活かしていく。
D&Iを世の中の当たり前にしていきたい。
D&Iを会社に提案。責任範囲を明確にした組織に変えていく。
社内改革メンバーを集めて行動を起こしていく。
創造する組織へ組織変革していく。
有志での働き方改革などを先頭に立って進める。

D&I研究会メンバー一人ひとりが実践目標を言葉にしました。

D&Iの活用・実践にむけ、プチ宣言を行いました！
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D&Iの活用・実践にむけ、プチ宣言を行いました！
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実践目標の共有

まずは互いを知る！

組織づくりを進める！

企業風土を変える！

社会を変える！

この研究会に
一番参加すべ
きは経営陣！

今回唯一の経営者
代表取締役Ｕ様

相手のことを知り、自分のこ
とを知ってもらえるよう挑戦
・勇気・優しさをモットーに

伝えること聴くことを諦めな
い、部下に感謝・上司に感謝

みんなの夢をかなえるために何
ができるかを考えた

一人ひとりが自然体でいること
を認め合える職場づくり

忖度したり相手に臆することなく活発な意
見を出せるような信頼関係構築とチームワ
ーク向上を実現する

自分も相手も1.1の力を発揮できる場を作り
出すことでチームの成果向上につなげる
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まとめ

ダイバーシティ＆インクルージョンは・・・

・個人１人１人に着目した、丁寧な取組みが必要。
「人を育てる」、「成長する・チャレンジする」を尊重する風土を作っていく。

・企業の風土文化を変える取組みである。
経営者も、リーダーも、メンバーも。全員を巻き込んだ意識改革が必要。

・継続する事が大事。
チーム・組織の状態は流動的。
定期的に振り返り、その時々の心理状態に適した取り組みが必要。

日々の積み重ねが大きな成果に！！
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最後に
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STEP１:
自分を知る、考える

STEP２:
相手を知る、考える
会社を知る

STEP３:
心理的安全性を実現する
風土醸成を考える

会社の成長
2019年度研究会活動

★バイアスに気づく
★自己開示する
★資質を強みとして活かす
★メンバーの資質に気づく

★１on１で話をする
★会社の方向性を伝える
★何でも話せる環境を作る
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最後までご参加いただきありがとうございました。
発表会資料（完全版）のリンクはこちら↓
https://juas.or.jp/cms/media/2020/05/19_dandi.pdf?20200525

本研究会では、2020年度も引き続き、

「ダイバーシティ＆インクルージョン」
をテーマに、理解を深めるワークショップや研究会メン
バー同士でのフランクな意見交換等を通じて、各自・
各社で推進するためのヒントを得る活動を展開してい
きます。

実りある活動となるようベストを尽くしますので、ぜひ
今後の成果報告にご期待ください！

最後に


